
  

 

 

 

   

佐倉市ボランティア連絡協議会 
会長 住𠮷 アキ子 

日頃より佐倉市ボランティア連絡協議会の活動にご理解、ご協力をいただきましてありがとうございます。 

令和４年度の活動がスタートしましたが今年もまだまだコロナ禍での活動をせざるを得ない状況に変わり

はありません。そして今年度も総会の議決を書面表決にさせていただきました事は残念な思いです。 

春頃はコロナ感染者が減少傾向でこのまま終息するのではないかと思わせる時もありましたが、まだまだ

油断出来ない状況です。 

その中で佐倉市ボランティア連絡協議会(V 連)は広報紙「はらっぱ」を今年 2 月に発行しこのコロナ禍で

も活動している団体や個人の方を紹介しました。４月からは V 連が独自に取得した zoom のアカウントを

使い様々なチャレンジをしています。毎月の役員会や交流会、研修会の打ち合わせなどはもちろんですが会

員の皆さまと月 2回の交流会を実施しています。 

６月 24 日には、３年前に来訪いただいた春日部市ボランティア活動推進連絡会様と zoom 交流会を行

いました。また「with コロナのボランティア活動」と題して７月 13 日に対面で研修

会を実施しました。会員の皆さまとお会いしなかなか活動が再開できずにいる団体や個

人の皆さまにエールを送りたいと思い企画しました。 

今年度もコロナ禍での活動となりますが、来年２月の「ボランティアのつどい」が実

施できる事を願い 佐倉市 V 連として出来ることを探りながら皆さまと繋がってまいり

ますのでよろしくお願い致します。 
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●第 14 回障害者作品展「ふれあいギャラリー」               

  日時：令和 4 年 1０月  場所：佐倉市美術館         

●ボランティア・市民活動フェスタ 2022㏌佐倉           

  日時：令和 4 年 11 月  ＜中止となりました＞ 

●第 2 回運営委員会  

  日時：令和 4 年 12 月    場所：志津コミュニティセンター 

●第 41 回ボランティアのつどい  

  日時：令和 5 年 2 月  場所：志津コミュニティセンター 

 

 ① 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

今年度も書面による決議を行いました。 

   
② 令和３年度決算報告  

               
③ 令和４年度予算案   

令和４年度もコロナ感染拡大防止の観点 
から「バス研修会」を中止としました。 

          

④ 『手をつなぐ・さくら』（団体）・・・令和 3 年度をもって退会となりました。 

（メッセージを頂きました）[運営スタッフの約半数が 80代となりまことに残念ですが V 連を退会する事となりました。 

今まで大変お世話になりました。V 連協の益々の発展を祈念しております。］   

 

 

 

 

～書面表決の結果～ 

返信数 グループ 19 団体（2３団体中） 

個人  17 人  （33 人中） 

結果  賛成票 36 票 

反対   0 票 

無記入 １票(退会のため) 

過半数を超えたため協議事項は承認されました。 

書面表決のご協力、ありがとうございました。 
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                  日 時：令和 4 年6 月 24日(金)  

場 所：各自宅、春日部市社協、佐倉市社協 

                    参加者：春日部市 V連役員 6名、春日部市社協職員 

                                              佐倉市 V連役員 5名、佐倉市ボランティアセンター2 名 

 

今年度、佐倉市 V 連は独自で zoom と契約をして、会員同士の交流、他市の V 連との交流を

リモート交流会という形で実施しています。 

今回は、令和元年に志津コミュニティセンターで交流会を行った春日部市 V 連の役員のみな

さんに呼びかけてリモート交流会を行いました。 

9 時５０分頃、zoom 画面に参加者が揃い、画面下の名前を整えてスタンバイ。みなさん少し

硬い表情をされた中で交流会が始まりました。 

まずは、リモートに慣れていただくために、ブレイクアウトルーム（2 グループに分かれ 2 つ

のテーマを 15 分ずつトーク。1 つのテーマごとに全体の画面に戻ってトーク内容をみんなで共

有）でフランクにおしゃべりをして、緊張をほぐしました。 

 

 次にフリートーキングで、お互いの V 連の運営形態

についての質疑応答の後、ボランティアの高齢化問題

や既存のボランティア団体を継続させていく難しさ等、

住んでいる場所が違っていても同じような課題がある

ことを共感することができました。その中で、春日部

市社協の広報紙にボランティア団体の会員募集情報を

掲載するページがあるというとても良いアイディアを

いただくこともできました。    

 

あっという間の 1 時間半で、とても充実した交流会

でした。リモート交流が初めてという方が多かった春日

部市 V 連のみなさんからも、すごく楽しかったという

感想をいただきました。 

限られた時間で、どのように

したら効率よくみなさんの意見

を聞くことができるかを事前に

何度も打ち合わせをしたことが、

今回の交流会の成功につながっ

たと思います。 
 

 

注）春日部市 V 連：春日部市ボランティア活動推進連絡会、春日部市社協：春日部市社会福祉協議会 

            佐倉市V 連：佐倉市ボランティア連絡協議会、佐倉市社協：佐倉市社会福祉協議会 

 

 

 

これからも zoom を活用することで、V連会員同士の交流も充実させてまいります。       

 

💛みんなで ZOOMを使っておしゃべりしましょう💛   

(詳しくは、佐倉市社協および V連役員まで)            

 

 

10 時 交流会開始 
  ・各 V 連会長あいさつ 

  ・各市社協あいさつ 
  ・自己紹介 
  ・令和元年の交流会時の様子 

を画面共有(写真)で紹介 
  ・ブレイクアウトルーム 

①最近嬉しかったこと楽しかったこと 

      ②コロナが収束したらやりたいこと 

  ・フリートーキング 
   （活動に関しての質疑応答、  

ボランティアの高齢化や 

会員募集について意見交換） 

  ・一言感想 
  ・記念撮影 
   （スクリーンショットで撮影） 
 
11 時 30 分 交流会終了     

毎月 第１金曜日  AM11 時～12 時/約１時間           

第３土曜日  AM10 時～11 時/約１時間   

 



 

 

 

日時：令和 4 年 7 月 13 日(水)9 時半～11 時半 

場所：志津コミュニティセンター ２階大会議室 

参加者：38 名 

 

 コロナ禍も 3 年目となり、行動制限も徐々に緩和されてきた

5 月、活動自粛をしてきたボランティアのみなさんが少しでも

前向きになれるようにと「with コロナのボランティア活動」

というテーマで研修会を企画しました。 

 まずは『コロナ禍でのボランティア活動の現状』を、佐倉市

ボランティアセンター長 高橋様に①ボランティアセンター登録グループ・個人ボランティアの推

移  ②「新型コロナウイルス」感染拡大によるボランティア活動の変化  ③「with コロナ」の視点

によるボランティア活動に向けて、というポイントでお話いただきました。 

 リレートークでは、充分な感染対策をして、地域や今まで支援してきた仲間のニーズに応える形

で活動を再開してきたお話、イベント中止で演奏の機会を失い、練習場所もない状態になったが、

IT ツールを使って会員同士の情報交換を行い、日頃できない太

鼓のメンテナンスができたお話、施設訪問等今でも出来ない活

動はあるけれど、ボランティアで関わってきた施設の方を日々

思いやっているというお話を聞きました。 

 後半では、松山先生のリードで、発表者への質疑応答、参加

者の方より、コロナ禍だからこそできたボランティア活動（ワ

クチン接種の予約のサポート等）、コロナ禍で自分の活動と向

き合い、「ボランティアとは？」という話にまで及びました。 

 今できることは何かを考え、ボランティアセンターを上手く

活用して、ボランティア活動を継続していけるように情報共有

が大事。また意見交換や学びの場も必要。 

ボランティアの意義・役割を考え、健康に気をつけて「でき

ることをやっていきましょう！」と松山先生からエールをいた

だき研修会を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

                                                              

 

リレートーク 発表者 

☆サロン活動 

 内郷地区社協   浅野  様 

 ボランティア桜  杉本  様 

☆演奏活動 

 和楽奏衆 鼓珀    野川  様 

☆個人ボランティアの活動 

          川島  様 

コーディネーター 

  順天堂大学  

松山  先生 

 

✿参加者のアンケートより✿ 

 

◆コロナ禍で継続することの難しさと共に大切さを改めて感じました。できることと楽しむ工夫（ニーズキャッ

チとコーディネート機能）、思いを伝え、伝わったかの確認･･･自分の意識を見直す時間が持てました。 

◆いろいろなボランティアの会のはなしを聞き、皆さんがコロナ禍でボランティアができない中、前向きにでき

ることを探してやっていること等、参考になりました。最後に、リズム体操「どんぐりコロコロ」を歌いなが

らやり、体がほぐれました。 

◆ボランティア団体の方々の話を聞き、今できる範囲の活動を続けて 

いくことが大切だと思いました。ボランティア会員の方々との交流 

は続け、情報交換を続けていければ存続に繋がるとのお話があり、 

参考にしたいと思います。 

◆コロナ禍の中で、ボランティア活動を継続する努力を一人一人がされ 

ていることを知りました。みなさんの抱えている悩みを身近に感じる 

ことができ、活動を運営する側も活動に参加する側もより良い環境に 

できる仕組みを自分自身も考えたいと思いました。   （一部抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
   
 

  

 

 
会員の皆さんの近況報告や V 連の活動はいかがでしたか？ 

コロナ下で浮き彫りになったボランティア活動の課題を解決するためには、会員同士の情報の共有や意見交換、

学びの機会、そしてボランティアの担い手の育成が必要だと痛感しました。 

急激なコロナ感染拡大が続いていますが、充分な感染防止対策を行い、ますは『今できることをやる』という信

念のもと、会員の皆さんと活動していきたいと思います。 
 

 

【七夕の夕べ】～世界に届け 星に願いを～ 
 

日 時：7 月 6 日(水)～7 日(木) 
場 所：草ぶえの丘 
主 催：草笛＆リーフル「ハッピー◦はっぱ」 

 

入園者と共に短冊に願い事を書き笹竹に飾りつけをしました。 

夜にはみんなの願い事をナレーションで流し、ライブ演奏♬♪♫ 

ライブの演奏は『はぴぐら』と『ハッピー◦はっぱ』が担当。 

みなさん、楽しい時間を過ごされたようで、参加した方からは「みんなの 

心の声がいっぱい詰まった願い事のナレーションを聴いて優しい気持ちになりました」 

などの声が聞かれました。 

みんなの短冊にこめた願いが、世界平和や、コロナ終息への力となるように、麻賀多神社に短冊を

奉納しました。 

 

≪団 体≫ 
〇総会を開催し皆さんから近況報告をお聞きしました。 
会員の方の笑顔に接し、施設での活動が早くすることを望んでおります。  

〇コロナ感染拡大のため、令和 4 年度の総会は対面ではできませんでした。 
〇子供たちは元気に野外での活動を楽しみにしているので少しずつ計画して 
いるところです。  

〇コロナ禍のため活動が制限されています。動画などで定期的に配信活動を 
しています。 

〇ボランティア活動を、徐々に広げていきたいと思います。 
〇書面での総会を行いました。   
〇公的機関のボランティア活動は中止となっているため、再開が待ち遠しいです。 
〇コロナ禍のため対面による活動はできず、会議はすべて zoomで行っています 
〇今年度は積極的にワクチンを接種し、ぜひとも活動を再開したい。 
〇体験者や入会者があり、少しずつ練習ができるようになっている。 
行事やお祭りに参加し、地域を活気づけたい。 

〇コロナ禍の２年間活動を中止していたが、『弁当を作り、持ち帰る』活動を再開しています 
コロナ感染対策として気を付けなければならない点も多いのですが、少しでも以前の活動 
に戻れるよう頑張っています。 

   〇コロナ感染防止のため活動が大きく制限されていたため、活動から離れることで気持ちが 
落ち込んだり、ストレスが溜まったりとの声があった。活動再開を心から待ち望んでいる。 

≪個 人≫ 
〇いつでも、ボランティアの依頼に応えられるように日々練習しております。 
〇施設の活動は再開しておりません。再開を待っております。   
〇コロナ感染防止のためほとんど活動ができませんでした。 
〇登校時の見守り、地域内パトロール、文庫活動などできることをできる時に地域内を動いております。                       
   

（一部抜粋） 

 


